特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　７月２８日　３６６号
親子　木津川魚とり　29家族95名の参加　イチモンジタナゴ　スジシマドジョウ等見つかる
午前中は真夏日よりでなく曇り空で心配した熱中症も無く無事に終了できました。大勢の子どもたちによって近頃見つけることが難しくなっているイチモンジタナゴやスジシマドジョウがゲットされました。実施か中止かで前日から大変悩みました。台風6号の影響で高山ダムから４２ｔの放流が続き、水面上昇で小学校低学年には渡川しなければならないので実施不可能ではないか気をもみました。前日夕方に判断のため4人のレンジャーや国交省木津川出張所長が集合、しかし少し様子見て当日7時30分に判断をすることにしました。何とか150mmの低下があって実施決定としました。　前日準備では、中止も視野に入れながら会場地域内をくまなく踏破して、安全性の確認を実施、しかし本部席及び休憩地を変更することが必要として、少し高い場所に移しました。魚とりのできる安全な場所までの通路は増水のため草刈り出来ず・・翌朝水位の低下があって急遽草刈り（約50m）を行って通路の確保ができました。低下したのですがそれでもワンドや水路では水位がかなり高くて子供たちに危険防止のため、ナイロンテープを広範囲に張り巡らせ、危険地域の明示をしました。その結果行動範囲がかなり狭められることになり、窮屈な取りくみになりました。大物魚は捕れませんでしたが、何とか小魚程度は全員捕ることができたようです。
今年は新しいプログラムを取り入れました。特に安全面を重視して、親子でスローロープを使った救助体験です。子供さんが流されたと仮定して親がロープを投げて救助するものでした。子どもさんを親から7～8mはなれたところでライフジャケットによって浮いてもらうのですが、今日の子どもたちは仰向いて浮くことがかなり難しいということがわかりました。私たちが手伝って仰向けになってもらいますが、殆んど総ての子どもたちは平泳ぎの姿勢になろうとしてしまいます。事前の練習が必要だったようです。
川での取り組みでライフジャケットとしっかりした靴は必須の装備です。今回はそのうちライフジャケットの装着指導を徹底実施しました。サイド紐、ジッパー、股紐などをしっかりフイットさせることに注意しました。最近発生した事故事例もお話して、ライフジャケットが命を守る大切な役割を担っていることを理解いただけたと思います。
魚とり場所までの通路の一部に増水によって深い箇所があり安全杭とロープを張り、監視員が手を添えて援助しました。恐る恐るの歩きでしたが、帰路ではすっかり水になれ、堂々と自力歩行が出来ました。増水していたので、魚は小魚ばかり、それも針のようで捕獲が難しい大きさでしたが、我を忘れひとみを輝かせ懸命に網を使っていました。中には10cmのドンコなどを捕まえた子どももいました。
大物、数量、外来魚などの部門を作って、コンクールをしました。それぞれバケツに獲物を入れて魚名判定をしてあげました。なんと30人以上の子どもたちが並び、かなり時間を使いました。　危険と隣合せに注意して自然（川）の姿に直接出会える場所がもっと必要だと痛感しました。
地域力再生プロジェクト6事業の進捗
１）　木津川の希少植物の保全事業　83箇所のデーター整理に取り組んでいます。
２）　京都府植物誌目録ノート原本製本化事業　木津川植生調査目録と里山の自然のスキャンを残すのみと成って来ました。予定4000頁
３）　猪対策と通路整備事業　松杭の撃ち込みを29日に実施予定、このときにコワを取り付け土嚢を投げ入れ通路の半分完成させる
４）　尾根筋ハイキングコース整備事業　　コースの下草刈を早急に実施予定
５）　防賀川植樹美化事業　ワークショップ開催のための参加者募集を始め、8月27日第1回目の開催準備中
６）　菜園学習事業　耕運機の応急修理が完成　試運転を近日中に実施　菜園学習会日程の調整中　まもなく参加者募集要項作成
京の七夕の取組　
　27日竹切り出し　13時30分10人が参加して実行、昼下がりの暑い中4時までかかって60本の竹を切り出しました。ご苦労様でした。魚とりのときにもかき氷の提供を頂きスタッフがほっと一息を付くことができました。前回に引き続いてかき氷の提供を岡本さんからいただきました。冷たいジュースではなかなか冷えないのですが、かき氷は抜群の効果があります。岡本さん本当に有難うございました。
8月のイベント案内

7月31日　 木津川市　乾谷　山田川水質ウォッチング

8月　6日　ツバメのねぐら入り観察　16時　近鉄向島駅改札　宇治川決壊大水害の話　巨椋池の
話　鳥の話ＢＹ展　守口市　淀川河川公園サービスセンター

8月  7日　親子川の学校　和束川　
8月11日　 全国大会　第16回水シンポジウムinきょうと田中実智世さんと子ども達　山村武正　里山の会・活動紹介

8月16日　 馬坂川　灯呂流し　京田辺市、田辺高校東側　やすらぎ橋付近　16時～19時30分　自由参加
8月20日　 地域で考えよう防災　京田辺市東小学校　申し込み状況（10時の部85人、13時の部18人）　余裕があります
8月26日　 第2回理事会　前半の振り返り　後半の取り組みについて　活動報告　予算執行状況について審議　
8月27日   馬坂川植樹ワークショップ  府営団地第1集会所　9時～12時　川調べをします　参加者公募中　多数の場合抽選　
8月28日　 第15回里山講演会　福島原子力発電所事故から正しく学ぶ　社会福祉センター　開場13時30分　終了16時
▲里山の会員数222名に到達しました。悲願の250人まで28人です▲
第15回里山講演会
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター

東北地方の肉牛カラセシウムが検出され流通してしまった。飼育農家は水素爆発以後屋外に置いてあった

汚染稲わらを飼料としてあたえていたとのこと。行政からの指導の不徹底、不十分さが明らかです。
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。

講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

